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地元産新そばに舌鼓
第８回ＪＡ摩周湖農業祭

たぶん日本で一番早い新そば祭り

人口減少下のまちづくり考える
人口問題フォーラム

　

人
口
問
題
フ
ォ
ー
ラ
ム
｜
人
口
減
少
下

の
ま
ち
づ
く
り
｜（
町
・
町
教
育
委
員
会
主

催
）が
８
月
21
日
、町
公
民
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

１
９
６
０
年
の
１
万
３
千
２
６
２
人
を

ピ
ー
ク
に
、そ
の
後
減
少
に
転
じ
、現
在
も

減
り
続
け
て
い
る
本
町
の
人
口
。な
ぜ
減
っ

て
い
る
の
か
傾
向
を
分
析
す
る
と
と
も

に
、そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
知
り
、今
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
生
か
す
の
が
目
的
で
す
。町
民

の
方
な
ど
１
３
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
札
幌
市
立
大
学
デ
ザ
イ
ン
学

部
教
授
で
日
本
人
口
学
会
の
会
長
で
も
あ

る
原
俊
彦
氏
が「
弟
子
屈
町
の
人
口
｜
そ

の
将
来
を
考
え
る
」と
題
し
て
講
演
。人
口

の
変
化
に
は
市
町
村
の
個
性
が
表
れ
る
と

し
た
上
で「
弟
子
屈
町
に
限
っ
た
こ
と
で

は
な
い
が
、
今
後
も
人
口
減
少
は
避
け
ら

れ
な
い
。そ
の
中
で
マ
チ
を
ど
の
よ
う
に

し
た
い
の
か
、は
っ
き
り
さ
せ
る
べ
き
。減

少
し
て
い
く
時
代
に
合
わ
せ
て
、
人
が
減

っ
て
も
住
み
や
す
さ
を
維
持
す
る
方
策
を

考
え
る
こ
と
が
重
要
」と
話
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
原
教
授
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ

ー
に
、德
永
町
長
、須
藤
直
武
氏（
美
留
和
・

町
移
住
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）、木
名
瀬
佐
奈
枝

氏（
札
友
内
・
町
総
合
計
画
評
価
委
員
）を
パ

ネ
リ
ス
ト
に
迎
え「
人
口
減
少
時
代
の
ま
ち

づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
公
開
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
展
開
。活
発
な
意
見
が
交
わ
さ

れ
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
も
熱
心
に
聴
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
詳
細
は
、
広
報
て
し
か

が
10
月
号
で
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
摩
周
湖（
川
口

覚
組
合
長
）と
摩
周
そ

ば
生
産
組
合（
猪
狩
広

昭
組
合
長
）が
主
催
す

る「
第
８
回
Ｊ
Ａ
摩
周

湖
農
業
祭　

た
ぶ
ん

日
本
で
一
番
早
い
新

そ
ば
祭
り
」が
８
月

23
・
24
の
両
日
、Ｊ
Ａ

摩
周
湖
前
で
開
催
さ

れ
、
町
内
外
か
ら
訪

れ
た
多
く
の
方
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

そ
ば
打
ち
名
人
と

し
て
名
高
い
広
島
県

「
達だ

る
ま磨 

雪せ
っ

花か

山さ
ん

房ぼ
う

」の
高
橋
邦
弘
さ
ん
が
妙

技
を
披
露
し
た
ほ
か
、
そ
ば
店
コ
ー
ナ
ー

で
は「
摩
周
そ
ば
生
産
組
合
」「
達
磨 

雪
花

山
房
」「
松
風
庵（
釧
路
市
）」が
、弟
子
屈
産

の
そ
ば
粉
を
使
っ
た
、打
ち
た
て
、ゆ
で
た

て
の
新
そ
ば
を
提
供
。各
ブ
ー
ス
の
前
に

は
、
摩
周
の
新
そ
ば
を
求
め
る
方
で
長
蛇

の
列
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
摩
周
メ

ロ
ン
や
牛
乳
な
ど

の
地
場
農
産
物
即

売
、
吹
奏
楽
や
バ

ト
ン
、
郷
土
芸
能

の
公
演
、
牛
乳
の

早
飲
み
や
ド
ー
ナ

ツ
、
摩
周
そ
ば
の

早
食
い
な
ど
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

講演を行う原教授

本町の馬が大活躍
第105回釧路種馬共進会

　

平
成
26
年
度
第
１
０
５
回

釧
路
種
馬
共
進
会
が
７
月
28

日
、釧
路
農
協
連
共
進
会
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
４
頭
が
出
陳

さ
れ
、そ
の
う
ち
３
頭
が
全
道

大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し
ま

し
た
。大
会
は
全
６
部
門
か
ら

な
り
、本
町
か
ら
出
品
し
た
４

頭
は
全
て
、
第
１
部（
１
才
雌
）

へ
の
出
陳
で
す
。

　

審
査
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
第
１
部

▽ 

１
等
賞
１
席
／
桜
姫
号（
守
屋
博
さ
ん

所
有
）

▽ 

１
等
賞
２
席
／
桜
花
姫
号（
藤
田
千
代

さ
ん
所
有
）

▽ 

２
等
賞
１
席
／
福
姫
号（
藤
田
千
代
さ

ん
所
有
）

　

守
屋
さ
ん
所
有
の
桜
姫
号
は
、
各
部
１

位
に
よ
る
最
高
位
決
定
戦
に
出
馬
し
ま
し

た
が
、
惜
し
く
も
最
高
位
を
取
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

全
道
種
馬
共
進
会
は
、
全
道
各
地
区
の

予
選
を
勝
ち
抜
い
た
優
秀
な
馬
た
ち
が
集

う
、
４
年
に
１
度
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す

の
で
、
全
道
大
会
で
の
さ
ら
な
る
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

全
道
種
馬
共
進
会
は
、９
月
６
・
７
日
の

両
日
、十
勝
農
協
連
家
畜
共
進
会
場（
音
更

町
）で
開
催
さ
れ
ま
す
。お
近
く
に
お
出
か

け
の
際
は
、
迫
力
あ
る
馬
た
ち
の
競
演
を

ご
覧
に
な
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

１席に輝いた守屋さんと桜姫号

　

弟
子
屈
町
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議

会（
会
長
・
德
永
町
長
）が
行
う
、弟
子
屈
え

こ
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
が
、
今
年
も
８
月
１

日
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

え
こ
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
は
、
観
光
交
通

実
証
運
行
と
し
て
２
０
０
９
年
に
開
始
。

２
０
１
２
年
度
か
ら
町
単
独
事
業
と
し

て
本
格
運
行
し
ま
し
た
。え
こ
パ
ス
ポ
ー

ト
は
、
町
内
路
線
バ
ス
と
摩
周
湖
バ
ス
、

屈
斜
路
バ
ス
、
期
間
限
定
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク

シ
ー
が
、金
額
に
応
じ
て
２
・
３
・
５
・
７
日

間
乗
り
放
題（
乗
り
降
り
自
由
）と
い
う
も

の
。昨
年
に
引
き
続
き
町
民
専
用
え
こ
パ

ス
ポ
ー
ト（
運
行
期
間
内
、定
額
で
乗
り
放

題
）も
用
意
さ
れ
、公
共
交
通
機
関
を
利
用

し
た
環
境
に
優
し
い
旅
の
提
案
と
、
地
域

公
共
交
通
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。昨

年
は
約
２
千
人
の
方
に
利
用
い
た
だ
き
、

好
評
を
得
ま
し
た
。

　

今
年
は
10
月
26
日
㈰
ま
で
、
え
こ
パ
ス

ポ
ー
ト
の

販
売
を
行

い
ま
す
。

町
民
専
用

え
こ
パ
ス

ポ
ー
ト
は
、

役
場
環
境

生
活
課
と

川
湯
支
所

で
購
入
で

き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
利

用
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

えこパスポートで
環境に優しい旅を

摩周・屈斜路環境にやさしい観光交通がスタート

川湯駅のえこパスステーション

８
月
１
日　

第
１
便
の
出
発

バター作り体験などさまざまなイベントも21

公
開
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

そ
れ
ぞ
れ
の
持
論
を
展
開

名人のそばを満喫（上）
新そばを求めて列をなす皆さん（下）


